
公益財団法人日本ソフトテニス令和４年度臨時評議員会において 

質問のあった会員登録システムに関する事項の回答について 

 

№ 質問内容 回  答 

1 メールアドレスを申請しても返ってこな

い。返ってきてデータを移行しようとして

も簡単にはできない。 

すでに評議員会で回答済ですが、もっとも多いメ

ールアドレス申請については回答まで５営業日以

内に対応できる状況に改善しています。ログイン

後のデータ移行については、難しい操作ではない

ため、マニュアルを参照ください。ご不明な点が

ある場合は事務局にお問い合わせください。 

2 各団体管理者が作業を始めるかもしれない。

その時に、７月当初に起こった、メール返信

が２ヶ月かかったというような状況がまた

起こらないのか。 

１の回答と同様。すでに登録済みの団体も増えて

おり、昨年の７月のような状態にはならないもの

と考えています。 

 

3 各団体が３月までにデータ移行をしなかっ

た場合、来年の３月、４月にどうなるの

か。 

旧システムから新システムのデータの移行は、年

末までに終了することができました。 

新システムでまだログインしていない団体及びメ

ールアドレスの登録をしていない団体について

は、年度内にログイン登録作業を済ませていただ

くと新年度もスムーズな登録が可能となるため、

できるだけ今年度中に団体管理者の方のメールア

ドレスの登録やログインを済ませていただくこと

を推奨します。 

ただし、新年度に入ってからログイン登録しても

令和５年度の登録作業は可能です。 

4 令和５年度になったらすぐ大会が始まる。近

畿選手権の申込は３月。その時に申込みがス

ムーズにできなかったら、どう対応するの

か。 

 

大会エントリーシステムの操作方法については、

マニュアルの公開を２月１日に予定し、２月１９

日に説明会の開催を予定しています。 

5 現在の旧システムでの大会申込、それはい

つまで使えるのか。 

令和５年３月末までを予定しています。 

 

6 システムに経費がかからないといっても、会

員が減ったら 2,000 万円から 3,000 万円の損

失になる。システムの費用が安くなっても会

費が入ってこないということも有り得る。 

 

ご指摘のとおりです。ここ数年の新型コロナウイ

ルスの影響や少子化の影響による中高生を中心と

した競技人口の減少も大きいため、今回の新シス

テムでは、愛好者やファン層を取り込むことがで

きる形式を採用したところです。 

新たな会員獲得に繋がるよう新たなコンテンツに

ついても費用対効果を考慮しながら検討していき

ます。 

7 日本連盟が新しいシステムにしたから我々

がもう一回登録しなおさなければならない

のかと思う。それがスムーズにできるのなら

いいが、それがなかなかできない。 

システムの取り扱いに関する説明が不足していた

ことが要因であり、丁寧に対応していきたいと思

います。なお、旧システムにおいて団体管理者が

生年月日やフリガナを誤って登録したままにして

いたと思われるもの、同一人物の重複登録などが

散見されており、うまく検索ができない要因にも

なっていました。この機会に正しい情報に修正を

お願いします。 

 



8 システムの信頼性について、指導者を検索し

たら、他府県の指導者が、また、一般検索で

中高生が出てくることがある。 

① 移行した旧データの登録情報の誤り 

② 移行作業にタイムラグが生じたことにより移

行期間中に発生している新規登録・変更登録・

削除等影響したデータベース上の問題 

③ 旧データの移行作業における不具合の修正漏

れ 

以上の要因が重なったことによる。 

誤りを発見したものは適宜修正をしています。 

9 大会申込システムは、新しくなったらどう

設定したらいいのか教えてもらわないとわ

からない。 

４の回答に同じ。 

10 今までは入金にならなければ申込にならな

かったが、大会申込と参加料との照合の作

業が大変なことになっている。 

今後、新システムで行えば解消できます。新シス

テムがスムーズに活用できるようマニュアルの公

開を２月１日に、説明会は２月１９日に開催予定

です。 

11 電子チケットができると聞いているが、具

体的にどういうことができるのか。 

本システムを利用している他の競技団体でもすで

に運用されているため、具体的に「申込・料金徴

収など」どのようなところまで対応可能か確認中

です。 

12 コスト面について、2億円弱の会員登録料収

入に対し、30％も費用に取られるというこ

と自体が信じられない。 

現在、システム利用料の減額について、ＤＮＰと

再交渉をしており、回答待ちの状況にあります。 

13 電子チケット機能、個人ランキングの表示

は、30 何万人という会員にとって必要なの

か。 

 

当連盟は中高生の会員比率が高いため、全会員に

「今必要か」と言われればその利用は少ないと思

います。しかし、旧態依然のままでは、少子化の

影響により、会員の減少は避けられないと考えて

います。数年先を見据え、活用できる機能・コン

テンツを追加検討し、早い段階でファン層を取り

込むための動きは重要だと考えています。 

14 移行についてＤＮＰへの疑問として、シス

テム屋のＤＮＰが噛んでいながら移行した

らスペースが入っているから移行できなか

った。はいかがなものか 

ＤＮＰには、個人情報の取り扱いをさせないこと

としていたため、事務局で移行作業を行いまし

た。登録側の情報に誤りが散見され、そのほかの

作業も重なり、確認作業にも遅れが生じてしまい

ました。データ移行作業も含めて契約することも

可能ではありましたが、もとデータが正確である

かどうかは、団体管理者や登録者本人でなければ

分からないこともあり、結果として各団体にお手

数をおかけすることになってしまいました。 

15 移行作業についてなぜ管理者が紐づけ作業

をやらないといけないのか。 

事務局では、マスターデータを触ることができな

かったことや団体管理者情報が最新情報に更新さ

れているかどうかは、団体管理者と本人にしか判

らないことからです。 

16 検証作業について、記号など文字以外のもの

が入っていたから移行できなかったとある

が、この検証作業というのはいったい何をや

っていたのか。 

 

移行するためのデータの検証です。旧データベー

スからデータを吐き出し、そのデータ内に不備が

ないかを確認（レコード数や列数など）。その後

移行用データを作成し、移行前データと誤差が無

いかを確認し、アップロードのうえ、レコード数

に相違が無いかの確認作業等を行っていました。 

 

 



17 

 

 

移行作業の費用について、個々の団体管理

者が、例えば３時間その作業に取られたと

すると1億円超える。それを、最初からやら

せなければいけないと、それを想定してい

たのか。 

想定はしていませんでした。 

事前のアナウンス不足とシステム操作方法の説明

不足があったことと考えています。 

18 システムのバージョンアップにかかる費用

について、ベンダーはバラ色のことをユーザ

ーに言います。これが本当にソフトテニス連

盟として必要なのかそれをしっかり考えな

いと、無尽蔵に金を取られることになる 

ご指摘の件については、理解しています。 

費用対効果も含め精査していきたいと考えていま

す。 

 

19 事業報告書に、会員登録システムを更新し

ますということが何も書かれていないが、

理事会の中では年間いくら払っているかと

かわかっているのか。 

決算内容については理事会・評議員会で議決され

ておりますので、ご理解をいただいているものと

考えます。 

また、令和２年度事業報告書には、システムの検

討をしている旨、記載しています。運用開始は令

和４年度なので、その事業報告書は、次の評議員

会で報告される内容になります。 

 

20 今回のシステムは、随意契約です。いろい

ろなデータの要件を聞いて費用も聞いてや

られている、日本連盟としてはこういうこ

とをやりたい、これについて要件書を作っ

て、提案書をもらってということはやって

いるのか。それがなかったらこれはすごく

いい加減だと思う。 

ご指摘のとおり、随意契約となります。 

旧システムの機能＋新機能の部分については、事

業者側に提案をいただき、必要なものを連盟側が

選択したものです。 

今後の契約の在り方については、見直しを検討し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新会員登録システムに関する追加説明 

 

以下については、前段の質疑応答に記載の内容と一部重複いたしますが、データの移行作業の表現に関

する捉え方に誤解が生じていると思われることから移行作業と紐づけについてあらためて下記に記載し

ておりますので、ご確認をお願いします。 

 

１．旧会員登録システム(以下、旧システムという。)の会員データベースについては、日連事務局におい

て新会員登録システム(以下、新システムという。)への移行作業を終えています。 

ただし、審判と技術等級については、令和４年度内にデータを反映させる予定です。ご不便をおかけ

いたしますが、いましばらくお待ちいただきますようお願いいたします。 

 

２．各登録団体に行っていただく作業は、新システムにログインをしていただき、加盟する団体に個人を

紐づけさせる作業です。 

 

３．旧システムで令和４年度の会員登録が済んでいる会員は、令和５年度に入ってから新システムにお

いて、紐づけと会員登録をしていただいても構いません。旧システムで令和４年度の会員登録をしてい

ない会員は、今年度内に新システムにおいて、会員登録をいただく必要があります。 

 

4．旧システムで会員登録が済んでいる団体であっても、新システムで団体管理者の登録済んでいない場

合は、新年度にスムーズに会員登録を進めるためには、今年度中にメールアドレスの登録作業を終了さ

せ、ログインができることを確認し、管理者情報等の登録作業を終わらせておくことを推奨していま

す。 

 

5．新システムにおいて、旧会員登録システムの会員登録者を検索しても、会員が出てこない、旧所属加

盟団体(都道府県、市町村等)が異なっているというケースなどが一部発生しています。 

これらは、新システムに問題があるわけではなく、移行した旧会員登録情報の誤りや、移行作業にタ

イムラグが生じたこと（移行期間中に発生している新規登録、変更登録、削除等）によるデータ移動の

発生、事務局で行った旧会員登録データベースの移行作業における不具合の修正漏れなどが重なった

ことにより、検索内容と旧データの情報が一致していないことが要因と思われます。 

現在も移行後のデータを点検するなかで、誤りを発見したものは、適宜修正をし、お問い合わせのい

ただいたものは、並行して対応しております。 

検索しても会員が出てこないなどのケースは、元データに誤りがある場合が多いため、事務局にお問

い合わせいただければ、引き続き対応してまいります。 

なお、旧所属加盟団体(都道府県、市町村等)が一致していないケースについては、新システムで会員

登録が終われば、令和５年度には正しくなりますので、これにより何か問題が生じることはありませ

ん。 

 


